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    ＊＊＊お客さまへ＊＊＊ 

       

    お手元にある取扱説明書(ＦＣＤ-１３Ａ-□／Ｉ)は，以下の点が追加，または削除されていません。 

製品(ＦＣＤ-１３Ａ-□／Ｉ)を使用する時は，取扱説明書“ＦＣＤ-１３Ａ-□／Ｉ”と挿入用紙 

  (№KS2000.005J3)を併せてお読みください。 

   

  [補助機能設定モード１] 

  通信プロトコル選択[ ]の選択項目が追加になりました。選択方法は以下の通りです。 

  ＋ を約３秒間押すと，補助機能設定モード１の設定項目になります。 

 

設定値ロック指定 [  ] 

 

                     

 

通信速度選択 [ ] 

                     

通信プロトコル選択[ ] 

・FCD-13A とホスト間の通信プロトコルを選択します。 

・[オプション：C，または C5]を付加していない場合は表示されません。 

・神港標準プロトコル： ，Modbus 準拠，ASCII モード：  

・工場出荷時：神港標準プロトコル：  

                     

ＰＶ／ＳＶ表示モード 

 

 

  [補助機能設定モード２] 

  スケーリング上限設定[ ]，スケーリング下限設定[ ]，警報１(A1)動作励磁／非励磁選択 

  [ ]，警報２(A2)動作励磁／非励磁選択[ ]，警報３(A3)動作励磁／非励磁選択[ ]， 

  警報４(A4)動作励磁／非励磁選択[ ]の選択項目が追加になりました。 

  選択方法は以下の通りです。 

＋ ＋ を約３秒間押すと，補助機能設定モード２の設定項目になります。 

 

スケーリング上限設定[ ] 

・スケーリングの上限を設定します。 

  スケーリングの上限値を変更した場合，主設定値上限設定の値は，スケーリング上限設定の値と 

  同じ値になります。 

・設定範囲：スケーリング下限設定値～入力レンジの最大値 

・工場出荷時：500℃ 
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スケーリング下限設定[ ] 

・スケーリングの下限を設定します。 

  スケーリングの下限値を変更した場合，主設定値下限設定の値は，スケーリング下限設定の値と 

  同じ値になります。 

・設定範囲：入力レンジの最小値～スケーリング上限設定値 

・工場出荷時：-50℃ 

                     

ＰＶフィルタ時定数設定[ ] 

 

                     

 

冷却出力 ON／OFF 動作すきま設定 [ ] 

                     

警報１(A1)動作励磁／非励磁選択 [ ] 

・内部スイッチ(SW302)を№0，№7 以外に選択した場合，この設定項目は表示されます。 

・励  磁： ，非励磁：  

・工場出荷時：励  磁：  

                     

警報２(A2)動作励磁／非励磁選択 [ ] 

・[オプション：A2]を付加している場合，または内部スイッチ(SW301)を№0，№7 以外に選択した 

  場合，この設定項目は表示されます。 

・選択項目，工場出荷時の値は，警報１(A1)動作励磁／非励磁選択と同じです。 

                     

警報３(A3)動作励磁／非励磁選択 [ ] 

・[オプション：SA]を付加している場合，または警報３(A3)動作選択で，“動作なし”以外を選択した 

  場合，この設定項目は表示されます。 

・選択項目，工場出荷時の値は，警報１(A1)動作励磁／非励磁選択と同じです。 

                     

警報４(A4)動作励磁／非励磁選択 [ ] 

・[オプション：SA]を付加している場合，または警報４(A4)動作選択で，“動作なし”以外を選択した 

  場合，この設定項目は表示されます。 

・選択項目，工場出荷時の値は，警報１(A1)動作励磁／非励磁選択と同じです。 

                     

 

ＰＶ／ＳＶ表示モード 

 

 

  [補助機能設定モード２の削除項目] 

  オーバシュート抑制機能選択[ ]の選択項目が削除されました。 

 

 

 

 

 


